
③　次に、「2112 締付ロッド」をレベラーのネジに締めていき水平調節を行います。

④　ボンドが硬化したら、締付ロッドごとレベラーを蹴って施工面からプロレベリング・システムを外します。

⑤プロレベリング・システムを施工面から除いた後、目地詰めを行って下さい。

②　レベラーをタイル側面から接着面のボンドに食い込ませて設置し、その上に隣り合うタイルを設置します。
　　(写真はクロスレベラーの場合のものです。)

　呼ばれるネジ付キャップを使って、施工時の目地幅・水平調節の補助を行う道具一式です。

①　レベラーの選定

●プロレベリング・システムは、”レベラー”と呼ばれる目地幅・水平調節ネジが付いたものと、”締付ロッド”と

　　プロレベリングをご使用になる箇所・目地幅に合わせて以下の6種類よりレベラーをお選び下さい。

・2106 ラインレベラー2mm幅(PRSL2)

・2107 ラインレベラー5mm幅(PRSL5)

・2108 T字レベラー2mm幅(PRST2)

・2109 T字レベラー5mm幅(PRST5)

・2110 クロスレベラー2mm幅(PRSC2)

・2111 クロスレベラー5mm幅(PRSC5)

・締付ロッドを時計回りに締めていき、タイル表

面にしっかりと固定されるまで回します。

・そのまま、ボンドの硬化を待って目地詰めま

で放置します。

※締付ロッドには、ブルータイプとクリアタイプがあります。

・締付ロッドごと蹴ると、レベラーの上部が折れて

とれます。レベラーの基部は、ボンドの中に残り

ます。

・締付ロッドは繰り返しご使用頂けます。レベラー

の上部が締付ロッドに残っておりますので、反時

計回りに回して外して下さい。
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・レベラーをタイルに密着

させ、目地幅を均一にし

て下さい。


